
環境基盤研究部 病害虫研究室

日本で最初に、愛知県で発見された病害虫 No.3

愛知県農業総合試験場

平成6年（1994）生物工学部、花き研
究所を設置し、5部、5研究所、3技術
センター、1農業研究所となる。
中央研究棟完成する。

平成14年（2002）エンドウ萎凋病
特殊報：平成15年1月31日
発見場所：豊橋市
病原菌: Fusarium oxysporum f.sp. pisi

平成元年（1989）シルバーリーフコナジラミ
（タバココナジラミ）

特殊報：平成元年12月15日
発見場所：蟹江町

学名：Bemisia argentifolii (Bemisia tabaci)

平成14年（2002）病害虫防除所を統合し、病害虫部を設置
する。

平成18年（2006）キンギョソウ斑点病
発見場所：東三河地域

病原菌：Corynespora cassiicola

平成17年（2005）トウガン疫病
発見場所：豊橋市
病原菌：Phytophthora capsici

平成15年（2003）6部、2農業研究所（東三河、山間）とな
る。

平成19年（2007）パセリ菌核病
発見場所：尾張地域

病原菌：Sclerotinia sclerotiorum


